
テーブルをかこもう できるなら丸いテーブルを

共食するのもいい 腹が減っては 戦ができぬ

共謀できたらもっといい アセルナアセルナ 深望遠慮
、

なによりも共同の武器を創ろう 前代未聞の武器を

テーブルをかこもう せめてひとつなりとも席を空けて

もはやここにいない者のために
、、、 、、

まだここにいない者のために
、、 、、

ラウンドテーブル

「米騒動」から90年

私・たちは「米騒動」から何を受け取るか？
発 題：平井 玄さん（音楽批評／「地下大学」主宰）

ゲスト：山口 素明さん（フリータ全般労組 書記長）

● 08年11月23日（日）13:30～16:30

● 富山県民会館 707号室

● 参加費＋資料代 500円



１９１８年夏 「シベリア出兵」を見越した投機などによる急激な米価の高騰の中、富山の湾

岸地域では、多数の女性たち（「おっかあ」たち）を中心とする住民が、米穀商に押しかけて米の

廉売を要求すると共に、県外への米の搬出を実力で阻止しました。 いわゆる「米騒動」の始ま

りです。大阪といった大都市に向かうほど勢いを増しながら、米騒動は、「未解放部落」民をふく

む、いわゆる「貧民」・「細民」・「雑業」層・「窮民」などと、なおそれら「下層社会」民と地続き

に存在しながら、他方でようやく社会的な形姿を取り始めた近代的工場労働者との連結による、こ

の国の近代史における最大の民衆騒乱として展開されました。

当時の新進気鋭の経済学者福田徳三は、「米騒動」に触れた論評の中で、「極窮権」という自然法

上の概念に言及しています。米騒動は、まさに彼の言う「極窮権」の行使、言い換えれば、近世以

来の民衆運動における「徳義ある経世済民」（「モラルエコノミー」）を求める「世ならし」行動と、

当時ようやく生まれ始めていた「生存権」感覚に基づく直接行動との混合（アマルガム）であった

という意味でも、この国の近代以降の民衆運動の歴史を画するものでした。

米騒動から９０年 新自由主義「構造改革」の強行がもたらした「生の保障」の破壊／劣化に

対抗して、「フリーター」などの「不安定雇用労働者」や、シングルマザー、多重債務者、ホーム

レスといった「保障されざる者」たちが、それぞれの抱える問題の違いを超えて互いに連携しあお

うとする気運が、一定の広がりをもって生み出されつつあります。

こうした新しい時代をひらくことに向かおうとする気運の中で繰り広げられる行動は、しばしば

「現代の米騒動」と自称されもするし、他称されもしています。そうした自称／他称は、おのずと、

90年前の「米騒動」とは何であったのか／私たちはそこから何を受け取るかという〈問い〉を立ち

上がらせます。「米騒動」の発火点となった富山という地域に生きる私・たちは、その〈問い〉の

前に自らを立たせたいというやみがたい思いにかられています。

「ラウンドテーブル：『米騒動』から９０年」では、そのような〈問い〉をめぐって、自由に語り

合うことを試みます。

（＊）平井 玄さん：鋭い感覚で内外のアクティビストのアクション群を捉えだし、

その一歩〈先〉を提示することを、試み続けている。現在、「地下大学」を主

宰。 近著に「ミッキーマウスのプロレタリア宣言」（太田出版05）「千のムジ

カ」（青土社 08）等がある

●1部： 「米騒動」とは何であったか？

「民衆(史)的記憶」の再生を求めて

発題：平井 玄（＊）／山口素明（フリーター全般労祖）

／埴野謙二

●2部： 私・たちは「米騒動」から何を受け取るか？

「転形期」を生きわたるために
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■回帰する「本源的蓄積」

「米騒動」から「フリーターの乱」へ？ 雑民騒乱の90年
平井 玄

【近代下層騒乱略史】

・1884 年 武相困民党叛乱（群馬、加波山、秩父事件）

大地主や銀行の取り立てに破産した関東農民たちの大蜂起

1900 年 足尾鉱毒事件・鉱山暴動 栃木県足尾銅山からの廃水公害

病毒と農地汚染に抗議する農民と炭鉱労働者の闘争

・1905 年 日比谷焼き打ち事件 大量の戦死者を出した日露戦争の講和条件

に反発した職人的労働雑業層を黒龍会が誘導

1906 年 東京市電値上げ反対運動を起こした職工たちに平民社が関与

・1918 年 米騒動 米価格の暴騰に怒った富山東部の港の女たちが

儲ける米屋や業者に押しかけたことから全国に波及した、

労働雑民たちによる雑乱

［1926 ～ 29 年 工場労働者運動とプロレタリア文学の頂点］

1945 年 三国人叛乱 戦時に鉱山や炭鉱に強制連行され奴隷化された

中国人・朝鮮人たちによる敗戦直前・直後の連続蜂起

1952 年 2.1 ストの中止命令

1960 年 三池炭鉱ストの敗北

1989 年 国労攻撃、総評解散

1960 年 山谷・釜が崎暴動 建設日雇い労働者の街での、差別的な警察や

暴力手配師、悪質建設業者に対する反攻（～ 80 年代）

1968 年 新宿騒乱事件 駅を通る米軍ジェット燃料車両の阻止行動から

永山則夫的都市雑下層を含む、60 年代若者文化叛乱のピークへ

1972 年 沖縄・コザ暴動 ベトナム戦争に出撃する極東最大の米軍基地

で抑えつけられてきた沖縄人の軍車両焼き打ち

2008 年 フリーター・メーデーの全国ラリーと新宿 1000 人デモ。

東京・高円寺に集まりスペースを始めたフリーターたちによる

マヌケな騒動の数々（松本哉・二木信『素人の乱』河出書房新社）

【本源的蓄積】：土地、資源、空間の強奪／農民、人間の追放と奴隷化

●アルチュセールは『資本論』の二つの偉大な発見として、「剰余価値」と

「本源的蓄積」を挙げ、後者の核心に資本による「最悪の暴力」の行使を

見いだした（ラシャトル版・序文より）。

共有地のエンクロージャー→都市への逃散→プロレタリアへの規律化

● 1930 ～ 45 年の侵略戦争期から、50 ～ 60 年代の朝鮮・ベトナム戦争での

後方経済基地としての高度成長期には、それは「第 3 世界」に迂回され、

総動員体制やフォーディズム－福祉国家として資本主義は透明化されて、

「価値形式」の問題だけが残されたかのように見えた。

●だがその底で、山谷－新宿－沖繩と、不透明な「資本の暴力」
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は一度として絶えたことはなかった。

●「本源的蓄積」は起源における一回的なものではない。

何度でも回帰すると、歴史そのものが語る。

● 1990 年代以降、「ネオリベラリズム」という資本原理主義として、

先進国の中心部に全面的に回帰した。もはや誰もそのことを否定できない。

●資本主義の初期設定、恐慌によるリセット、再蓄積による再起動。

このプロセスが短期間に繰り返されている。

デジタル資本主義とデジタル・フリーターたち

→エンクロージャー（規制緩和、民営化、市場化）

→大逃散（リストラ、ニート、引きこもり）

→捕獲と再階級化（フリーター派遣、文化スエット労働者化）

●進化する産業とさらに過剰に適応する人々。遅れ取り残されたた産業と

それゆえ創造されるコモンの力。それらのリズムと速度が互いにぶつかり、

渦巻くような乱流が必ず出現するだろう。

【富山湾岸東部地区の雑民性】

・ 新潟と富山中心部との間で、東・西水橋や魚津で鉄道交通の発達が遅れた。

産業化に乗り遅れる。

・ しかし、女工として信州や名古屋で働いた女たちの労働者としての集団経験。

陸仲仕（沖ではなく）としての大家族的組織力。

・ 北東アジアの「地中海」としての日本海をめぐる、

北前船航路以来の商業貿易地帯が帯びてきた進取の気象。

・ そして、江戸末期から続いた百姓一揆的米騒動の伝統。

→これを「組織された工場の産業プロレタリア」への一つの段階、と見るか

→繰り返す「本源的蓄積」が引き起こした雑なる創造的乱流、と見るのか

【高円寺北口・中通りの雑民性】

・ 60 年代の旧郊外としてシャッター街化しつつあった商店街。

沖繩酒場から中華料理屋など、非日本人経営の店が増加。

・ 中通り入口にピンク・サロンが集中する。

下層サラリーマンの周辺ワンルーム・マンションへの集住。

・ 球陽書房など、中央線的なサブカル古書店があった。

ライヴハウスやスタジオや機材屋があり、ミュージシャンたちが住む街。

ニューヨークの前衛音楽家、ジョン・ゾーンもかつて住む。

吉祥寺にあるスタジオ・ジブリに代表される中央線文化産業地帯。

・ その中央線によって分割された、北のアナログ産業ゾーンと南のデジタル

産業ゾーン。そして、板橋、北、足立の低所得地帯と、港、渋谷、世田谷

の高所得地帯。その線上に位置する。

→フリーター全般労組にやってくる人たちの居住地、回流地域との違いは?

→千人単位の派遣解除が進行する。20 代のホームレスが都市中心部に現れる。

→「格差社会」や「反貧困」という敵の見えない言葉の問題性が露呈する。

→「マルチチュード」や「プレカリアート」という言葉の曖昧さを、

「本源的蓄積」によって資本主義論として解いていこう。
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図 書 新 聞 08 ・ 11 ・ ８
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図 書 新 聞 08 ・ 11 ・ ８

（ 編 者 　 註 ） 　

　 「 麻 生 邸 ツ ア ー 」 で 不 当 逮 捕 さ れ た ３ 人 は 、 11 月 ６ 日 朝 、 処 分 保 留 の ま ま

釈 放 と な っ た 。 な お 、 今 回 の 不 当 逮 捕 に は 多 く の 人 々 が 注 目 と 関 心 を 寄 せ 、

約 三 〇 〇 も の 個 人 ・ 団 体 が 「 不 当 逮 捕 弾 劾 声 明 」 に 名 を 連 ね た 。 ま た 、 多

数 の 警 察 官 が か け 声 と 共 に 渋 谷 の 路 上 を 歩 い て い る だ け の 「 麻 生 邸 ツ ア ー 」

の 参 加 者 に 向 か っ て 突 進 し 、 地 面 に 押 し 倒 し て 逮 捕 す る 様 子 を 移 し た ユ ー

チ ュ ー ブ 上 の 動 画 の 閲 覧 回 数 が 、 11 月 15 日 現 在 で 23 万 回 に も 及 ん で い る 。
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図．１
図．２

図．３

「米騒動」とはどのような場所であったか？
「素人の乱」雑なノートから

Ａ：国民

Ｂ：「客分」

Ｃ：明治末－大正期社会運動

Ｃ Ｂ

Ａ

（＊1-①）

Ｃ Ｂ

Ａ

Ｂ’ Ｃ’

Ｂ’：近代国民国家（天皇制国家の構築）

Ｃ’：後発資本主義（の創出と展開）

Ａ：subject 主体／be subjected to ～に従属する

Ｂ：object 客体／異議申立てをする

Ａ1：「国民」化／「ポリティカルエコノミー」への包摂

Ｂ1：｢仁政｣－｢モラルエコノミー｣(｢徳義ある経世済民｣）の要求

Ｐ：極窮点－｢困窮極マレバ｣

△ＢＯＰ：「客分」が燃える場所 伝統的民衆運動

「『世ならし』は後の祭かと熊の言い｣

Ｏ

Ｂ1

ＢＣ

Ａ

Ｐ

Ａ1

伝統的民衆運動

（＊2）

埴野謙二

ロケーション

（＊2'）

アト
（＊1-②）

（＊1-④）

「『国民』タァ俺ッチのことかと八の言い」

Ｏ：均衡点

Ｐ：極窮点

（＊1-③）
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Ｏ

ＢＣ

Ａ

Ｐ

Ａ1

Ｂ2

Ｑ

Ｏ

Ｂ1

ＢＣ

Ａ

Ｐ

Ａ1

Ｂ2

Ｑ

図．６

図．５

図．４

Ａ2

Ｂ1

Ｏ

Ｂ1

ＢＣ

Ａ

Ｐ

Ａ1

Ｂ2

Ｑ

Ｃ1：近代的工場労働者層の「下層社会」からの離脱の進行

／新中間層の出現

Ｃ2：大正期－「前｣｢古典的範型｣期の社会運動（＊4）

△ＰＣＱ：社会諸運動が繚乱する場所－｢大正デモクラシー｣

「『デモクラシー』タァ俺ッチのものかと八が言い」

「『革命』タァ『主』になることかと八の言い」

ＯＱ：統治の修正と変容（＊1－⑨）

Ｏ ：諸｢調停制度｣の導入（＊7）

Ｑ ：｢社会的なもの｣の日本的構成（サレル）

Ａ2 ：社会政策・社会立法の展開（＊6）（＊1－⑨）

Ａ1' ：超｢国民｣化／｢皇民｣化の端緒

△ＡＯＱ：｢社会的なもの」を通した統治の場所－統治の変容

「『社会』タァ『客』をいたぶるものかと熊の言い」

Ｂ2：都市「下層」民（｢窮民｣・｢貧民｣・｢細民｣・

都市｢雑業層｣）と近代的工場労働者層との連続性

Ｐ ：｢困窮｣極マルトコロ

ＯＰ：伝統的民衆運動の末期の輝き（＊-1⑤）

ＱＰ：前期大正デモクラシーの気運

ＱＰ：大正デモクラシーへの導火（＊-1⑥）

ＱＯ：統治の修正／変容へのインパクト（＊-1⑧）

△ＯＰＱ：｢極窮権｣が蜂起する場所－｢米騒動｣

｢『この酔心地だけは』と八・熊の言い」

｢『騒動』タァ俺ッチの華よと八・熊の言い」

「米騒動」

統治

の

変容

｜

修正

Ａ1'

（＊4）

（＊8）

（＊6）

（＊9）

大正デモクラシー

（＊7）
（＊5）

シュ

（＊10）

「米騒動」

（＊3）

（＊9）

伝統的民衆運動

伝統的民衆運動

（＊1-⑨）

大正デモクラシー

「米騒動」

伝統的

民衆運動

（＊1-⑧）

（＊1-⑨）

ハナ

－7－



Ｏ

ＢＣ

Ａ

Ｐ

Ｑ

図．７

ＢＣ：「客分」と社会運動のあいだ？

｢米騒動｣とは

伝統的民衆運動の末期の場所だった

大正デモクラシーを導火する場所だった

社会を通ずる統治へ曲折する場所だった

そして、｢客分｣はどこへ行った？

息も絶え絶え生き続けた？

にがい逆立ちをし続けた？

｢社会のお荷物｣であり続けた？

社会諸運動の内の〈なに〉が、｢客分｣とのあいだに

最近接した？

図．８

統治

の

変容

｜

修正

大正デモクラシー

「米騒動」

伝統的民衆運動

Ｏ

ＢＣ

Ａ

Ｐ

Ｑ

Ｏ：ネオリベ｢ポリティカルエコノミー｣からの｢逃散｣点

生の自律／共同的価値化度

Ｐ：｢極窮｣点 ｢極窮」行動の展開度

Ｑ：｢社会的なもの｣の構成（スル）点

脱｢労働力商品｣化度Ｏ

ＢＣ

Ａ

Ｐ

Ｑ

図．９

ＡＱ：｢社会的なもの｣の縮減

ＡＯ：ネオリベ｢ポリティカルエコノミー｣への包摂

△ＯＰＢ：｢現代の米騒動」

no where

now here

セルフバロリゼーション

（＊1-⑦） （＊1-⑦）
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〈註〉
〈＊1〉 別紙 11-12ページ参照

〈＊2〉 別紙 13ページ参照

〈＊2'〉 別紙 13-14ページ参照

〈＊3〉 ｢都市騒擾｣ ｢騒擾による団体交渉｣

1905 ｢対露講和条約｣反対－（「日比谷焼き討ち事件」）

1906 ｢東京市電電車賃上げ｣反対－（｢都市社会運動｣－1911｢電車市有化｣

／1913｢電灯値上げ｣／1913｢ガス値上げ｣）

1911 ｢第１次憲政擁護運動」

1914 ｢海軍汚職事件 シーメンス事件｣抗議

〈＊4〉 大正期諸社会運動

Ｃア：民本主義－社会主義－アナキ

ズム／アナルコサンジカリズム／

ボリシェヴィズム－無産政党運動

Ｃイ：労働運動（1919友愛会臨時総

集会宣言 ｢労働者の４大権利｣

－生存権・団結権・ストライキ権

・参政権）・農民運動・普選運動

Ｃウ：学生運動（1918新人会など）

／女性解放運動（1920新婦人協会）

／部落解放運動（1922全国水平社）

／借家人運動／消費者組合運動な

ど

〈＊5〉 1914 防務会議

1917 臨時外交調査委員会

1918 軍需工業動員法

1919 臨時法制審議会

臨時財政経済調査会

Ｃ

Ｃイ

Ｃア

Ｃウ
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〈＊6〉 1917 内務省救護課

方面委員制度

1918 内務省救済事業調査会

1919 内務省 社会課

1920 〃 社会局

1921 〃 社会事業調査会

1922 〃 社会局－外局となる－社会部／労働部／保険部

1923 〃 「社会局参与制」－労働問題に関する常設諮問委員会

〃 労働保険調査会

1921 米穀法

借地借家法

市制町村制改定（市町村議会への参政権）

部落改善施設要綱 1925｢中央融和協会」

｢職業紹介所法」

｢住宅組合法｣

｢労働組合法案」検討

1922 工場法改定／同｢施行令｣改定

｢健康保険法｣制定

1926 労働争議調停法

〈＊7〉 1922 借地借家調停法

1924 小作調停法

1926 労働争議調停法

男子普通選挙法

〈＊8〉 1919 臨時教育会議答申－｢国体明徴｣思想の強化

1921 内務省神社局｢国体論史｣

1925 軍事教練導入

大日本連合青年団／大日本連合女子青年団

1926 青年訓練所

〈＊9〉 別紙 14ページ参照

〈＊10〉別紙 15ページ参照
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資 料　　

（
＊

1）
 

　 牧 原 憲 夫 「 客 分 と 国 民 の あ い だ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 近 代 民 衆 の 政 治 意 識｣ （ 9
8 吉 川 弘 文 館 ）

①

②

③
④

⑤

－11－



⑥
⑦

⑧
⑨
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〈
＊
2〉

〈
＊
2’
〉

（ 「 歴 史 学 事 典 ４｣ （ 96 吉 川 弘 文 館 ）

（ 鶴 巻 孝 雄　｢ 近 代 化 と 伝 統 的 民 衆 世 界｣ 92 東 大 出 版 ）

－13－



〈
＊
2’
〉
続
き

〈
＊
9〉

（ 福 田 徳 三　｢ 極 窮 権 の 実 行｣　 （｢ 中 央 公 論｣　 大 正 13 年 ９ 月 ）

（ 安 丸 良 夫　｢ 困 民 党 の 意 識 過 程｣　 84 ｢ 思 想 」 ）

－14－



〈＊10〉

生・労働・運動ネット

代表 埴野謙二
は の

富山市神通町３－５－３(神通大橋東詰手前左)

E-mail：jammers@net-jammers.net

URL：http://net-jammers.net/

TEL 076-441-7843 FAX 076-444-6093

「

」
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